
平成 30年度 北海道体育学会 第 2回役員会 

  

■日時：平成 30 年 8 月 18 日（土）14：00～16：00 

■会場：北海道教育大学 アーツ＆スポーツ文化複合施設（Hue Universal Gallery：HUG） 

住所：札幌市中央区北 1 条東 2 丁目 4 番地 札幌軟石蔵 

  

・会長挨拶   

神林勲会長から挨拶があった。 

  

・議事署名人（ 井出幸二郎 ， 奥田知靖 ）  

  

・出席者：神林勲（会長）、関朋昭、井出幸二郎、奥田知靖、高瀬淳也、小出高義、越川茂樹、 

塚本未来、中島寿宏（幹事）、木本理可（幹事）、志手典之（代議員、オブザーバー    

参加） 

 

■協議事項  

1． 第 58 回学会大会要項（案）について 

関大会委員長より、平成 30 年度の北海道体育学会大会要項について説明があった。第 1 日 

目のタイムスケジュールおよび参加申し込み等の提出先の修正について確認後、承認された。 

また、例年大会前日に行っている役員会については、第１日目に行う方向で進めたい旨の提

案があり、了承された。 

2． 第 59 回学会大会の開催地について 

中島幹事より、北海道教育大学釧路校に依頼する旨の提案があり、承認された。 

3． 休会制度の導入および会則変更について 

中島幹事より、休会制度に関する申し合わせの制定とそれに伴う会則変更について説明があ 

り、承認された。会則の変更については次回の総会で提案され、休会届・復会届の書式につ 

いては次回の役員会で提案されることが確認された。 

4． 北海道体育学会研究助成の実施可能性について（研究委員会） 

越川研究委員長より、現在一時停止中である研究助成の実施可能性について説明があった。 

再開に向けて、関係する各委員会とも連携しながら助成額等を再度検討し、次回の役員会で 

再提案されることが確認された。 

5． 各種委員会より 

特になし 

6． その他 

特になし  

  

■報告事項 

1． 日本体育学会関係報告 

志手代議員より、日本体育学会定時社員総会並びに地域連絡会議の内容について報告された。 



2． 協力学会助成金について 

中島幹事より、2018 年度地域協力学会助成金の一般配分額について報告された。 

3． 事務局から 

  木本幹事より、会員の電子メールアドレス集約について、現在の集約状況について説明が 

あった。なお、未確認の会員については役員等の協力を得ながら集約を継続することが確認 

された。 

4． 各種委員会（研究，編集，大会，広報）より 

1）研究 

特になし 

 2）編集 

奥田編集委員より、北海道体育学研究第 53 巻の審査状況について、全部で 10 編の論文投

稿があり、現在「掲載可」が４編、「審査継続」が 4 編、「不受理」が 2 編となっている旨の

報告があった。 

3）大会 

特になし 

4）広報 

  小出広報委員長より、大学院生など学生会員の会員継続や現場教員と学会の研究連携、会員 

以外の方でもアクセスしやすい HP づくり等、会員数増加に向けて可能性を模索している旨 

の報告があった。 

  

■その他 

・中島幹事より、学会ウェブサイトでのボランティア募集（札幌市教育委員会からの依頼）の

掲載の経緯について説明があった。なお、今後同様の依頼があった場合は、役員に確認した

後に学会 HP で掲載すること等が確認された。 

 ・次回の役員会を 10 月 20 日（土）もしくは 27 日（土）に開催することが確認された。 

  

以上 


